
 
平成 19 年 10月 26日 

各      位 
  会 社 名 神 鋼 電 機 株 式 会 社 

代表者名 取 締 役 社 長   安 井  強 
  （コード番号 ６５０７ 東証第１部） 

問合せ先  総務人事部 法務・広報グループ長 
        小 島  茂 

（TEL． ０３－５４７３－１８００） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 平成２０年３月期（平成１９年４月１日 ～ 平成２０年３月３１日）の中間業績予想を下記のとおり修正

いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．２０年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成１９年４月１日 ～ 平成１９年９月３０日） 

（単位：百万円） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成１９年８月１０日発表） ３８，８００ ４４０ ２３０ △３００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ３７，９９９ ５６３ ４２３ △１７７ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △８０１ １２３ １９３ １２３ 

増 減 率            （％） △２．１ ２８．０ ８３．９ － 

（ご参考） 

前期実績（平成１８年９月期） 
３４,５７６ ６４３ ７１５ ２,９１３ 

 

 

２．２０年３月期中間業績予想数値の修正（平成１９年４月１日 ～ 平成１９年９月３０日） 

（単位：百万円） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成１９年５月１８日発表） ３０，５００ ４４０ ３００ △１７０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２９，４４５ ６４６ ５７２ １６ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１,０５５ ２０６ ２７２ １８６ 

増 減 率            （％） △３．５ ４６．８ ９０．７ － 

（ご参考） 

前期実績（平成１８年９月期） 
２８,０９８ ６６２ １,０７９ ４,８６１ 

 

３．修正の理由 

 

1)【連結】中間期 

売上高は、半導体液晶機器等の減少により、前回予想より 801 百万円減少しています。 

営業利益につきましては、費用減少及び社会システムの採算向上等により、対前回 123 百万円の増益とな 

る見込です。 

経常利益につきましては、営業利益の増加及び営業外損益の改善により、対前回 193 百万円の増益となる 

見込です。 

当期純利益につきましては、経常利益の増加及び税負担の増加等により、対前回 123 百万円の増益となる 

見込です。 



 

 

2)【単独】中間期 

売上高は、半導体液晶機器等の減少により、前回予想より 1,055 百万円減少しています。 

営業利益につきましては、費用減少及び社会システムの採算向上等により、対前回 206 百万円の増益とな 

る見込です。 

経常利益につきましては、営業利益の増加及び営業外損益の改善により、対前回 272 百万円の増益となる 

見込です。 

当期純利益につきましては、経常利益の増加及び税負担の増加等により、対前回 186 百万円の増益となる 

見込です。 

 

 

４．通期業績予想 

通期の業績予想につきましては、連結、単独とも変更は行っておりません。 

 

 

（ご参考）２０年３月期業績予想数値（平成１９年４月１日 ～ 平成２０年３月３１日） 

（単位：百万円） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

連 結 業 績 予 想 
（平成１９年８月１０日発表） ８９，０００ ４,７００ ４,１００ ２,２００ 

単 独 業 績 予 想 
（平成１９年５月１８日発表） ７０，６００ ４,２００ ３,７００ ２,０００ 

 

 

 

 

以  上 


